
自然豊かな里山・星岡山

お問い合わせは、ごみの分別・収集＝清掃課☎９２１-５５１６・ ９２１-６３１１▶ごみの排出量＝環境政策課☎９４８-６４５９・ ９３４-１８１２へ

ごみ出しルール４原則

松
山
市
の
ご
み
事
情

  

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

平成21年度ごみ処理費
59億２,０００万円

59億
2,000万円

焼却費
26億5,000万円

 （45%）

埋立費 8億8,000万円（15%）

再資源化費
2億4,000万円
           （4%）

収集費
18億5,000万円
           （31%）

管理費
3億円
（5%）

事

業系

家庭系

可燃ごみ 9万104㌧
（57.02%）

プラスチック製容器包装 7,531㌧（4.77%）
金物・ガラス
6,942㌧（4.39%）

紙類 
1万4,471㌧（9.16%）

粗大ごみ
2,988㌧（1.89%）

水銀ごみ
64㌧（0.04%）

埋立ごみ
1,253㌧（0.79%）

不法投棄・ボランティア清掃など
327㌧（0.21%）

事業所ごみ 3万4,328㌧（21.73%）

15万
8,008㌧

平成22年度ごみ排出量
15万８,００８㌧

　

平
成
22
年
度
に
、
家
庭
か
ら
出

た
可
燃
ご
み
は
前
年
比
１
２
４
２

㌧
減
の
９
万
１
０
４
㌧
、
事
業
所

か
ら
出
た
ご
み
は
同
比
９
６
８
㌧

減
の
３
万
４
３
２
８
㌧
と
な
り
、

い
ず
れ
も
年
々
排
出
量
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
市
民
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
８
５
１

㌘
で
、
環
境
省
の
調
査
で
は
人
口

50
万
人
以
上
の
都
市
の
中
で
、
平

成
18
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
最
少

　

本
市
で
は
、
分
別
で
き
て
い
な

い
ご
み
は
収
集
せ
ず
、
違
反
理
由

を
記
し
た
ご
み
分
別
啓
発
シ
ー
ル

を
張
っ
て
再
分
別
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ご
み
が
残
さ
れ
る
と
、

町
の
生
活
環
境
や
景
観
を
損
な
っ

て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
ご
み
当

番
の
人
や
ご
み
集
積
場
所
の
周
り

に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
迷
惑
が

掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
一

人
が「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
４
原
則
」

を
守
っ
て
、
き
れ
い
な
町
に
し
ま

し
ょ
う
。

家庭系可燃ごみ１,２４２㌧減少

１人当たり１万１,５００円
【ごみ処理費内訳】

【ごみ排出量内訳】

【ごみ排出量の推移】
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（トン）

家庭系可燃ごみ

事業所ごみ

ルー
ルを

守って
ね

①ごみカレンダーを見て、決めら
　れた日の朝、出す。収集後は絶
　対に出さない
②決められた場所に出す
③正しく分別して出す
④決められた方法で出す。
　ごみ袋の色を守る

　「ごみ分別はやわかり帳」「ごみカレン
ダー」は、各支所・本庁区および日浦地
区の公民館本館 ･ 清掃課（室町一丁目）・
環境事業推進課（市役所別館４階）・市
民課（市役所本館１階）・市民サービス
センターで配布しています。

　ごみの分別に迷ったときは、各家庭に
配布している「ごみ分別はやわかり帳」
をご覧ください。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参 

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
９４8
６
３
８ 

３
・

９３４
３
１
５
７
へ

◦
支
所
・
公
民
館
の
駐
車
場
が
狭

い
の
で
、
広
く
し
て
ほ
し
い

◦
可
燃
ご
み
を
収
集
す
る
時
間
帯

を
早
く
し
て
ほ
し
い

◦
可
燃
ご
み
と
資
源
ご
み
の
ご
み

集
積
場
所
の
設
置
基
準
を
同
じ
に

し
て
は
ど
う
か

◦
災
害
時
の
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
援
護
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
見

直
し
を
お
願
い
し
た
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

住
民
の
声

参
加
者
募
集

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

No.9

石井
地区
石井
地区

第
12
回
＝
立
岩
地
区

 

【
日
時
】
10
月
18
日
㈫
19
時
～
20

時
30
分

 

【
場
所
】
立
岩
公
民
館
（
猿
川
）

２
階
集
会
室

 

【
対
象
】
立
岩
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

 

【
定
員
】
50
人
程
度

 

【
申
し
込
み
】
９
月
30
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加

申
込
書
（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り

課
〈
市
役
所
本
館
９
階
〉・
立
岩

出
張
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
（
学
校

名
）、
市
長
と
話
し
た
い
こ
と
を

書
い
て
、
〒
７90
８
５
７
１
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課

zichi@
city.

matsuyama.ehime.jp

ま
た
は
立

岩
出
張
所
へ

石井地区の魅力を話す中学生

今村久兵衛顕彰碑

８
月
５
日
開
催
・
石
井
公
民
館
・
参
加
者
１
０
０
人

「誇れる」地域の宝
〜まちのいいとこ〜

石 井 編

松
山
の
「
陸
の
玄
関
」

石
井
地
区
は
、
本
市
で
は

最
多
の
人
口
５
万
８
４
０
１

人
、
世
帯
数
２
万
４
７
７
０

世
帯
（
８
月
１
日
現
在
）
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
南
環
状

線
を
ま
た
い
で
市
街
地
中
心

部
か
ら
国
道
33
号
、
は
な
み

ず
き
通
り
、
県
道
松
山
伊
予

線
が
ほ
ぼ
放
射
線
状
に
伸
び

る
中
に
位
置
す
る
南
部
拠
点

地
区
で
、
松
山
自
動
車
道
松

山
イ
ン
タ
ー
と
接
続
す
る
松

山
の
「
陸
の
玄
関
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
区
の
北
東
に
あ
る
別
名

五
ツ
が
森
と
も
呼
ば
れ
る
星

岡
山
に
は
、
弥
生
時
代
の
遺

跡
や
古
戦
場
跡
、
美
人
の
湯

で
有
名
な
「
星
乃
岡
温
泉
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

は
な
み
ず
き
通
り
に
は
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
並
木
が
植
栽
さ

れ
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、

秋
に
は
色
づ
く
果
実
や
紅
葉

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。地

区
の
シ
ン
ボ
ル
「
椿
神

社
」
で
は
、
毎
年
３
日
間
に

わ
た
っ
て
椿
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
約
50
万
人
の
参
拝
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

ま
た
地
区
の
偉
人
に
「
今

村
久
兵
衛
」
が
い
ま
す
。
久

兵
衛
は
江
戸
時
代
に
自
ら
を

犠
牲
に
し
て
多
く
の
農
民
の

暮
ら
し
を
守
り
ま
し
た
。
そ

の
遺
徳
を
慕
い
後
世
に
残
す

た
め
に
、
顕
彰
碑
が
建
立
さ

れ
た
ほ
か
、
町
民
有
志
に
よ

る
「
古
川
き
ゅ
う
べ
え
会
」

が
発
足
し
、
夏
は
夕
涼
み
大

会
、
秋
は
地
方
祭
、
年
末
は

夜
警
な
ど
の
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

美
し
い
環
境
を
次
世
代
へ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
収
集
や

焼
却
、
埋
め
立
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
に
は
多
く
の

お
金
が
掛
か
り
ま
す
。
平

成
21
年
度
の
ご
み
処
理
費

は
59
億
２
０
０
０
万
円

で
、
市
民
１
人
１
年
間
当
た

り
の
ご
み
の
処
理
費
は
約

１
万
１
５
０
０
円
で
し
た
。

ご
み
処
理
費
削
減
の
た
め
に

も
、
ご
み
の
減
量
と
分
別
徹

底
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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